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マイクロ RNA は 18-25 塩基からなる短い核酸の総称であり、標的とする mRNA の 3'側非翻訳領域に結合

してたんぱく質の翻訳を阻害もしくは mRNA を分解することで、転写後における遺伝子のたんぱく質量を

調節する。中枢神経系にも 500～600 種類ものマイクロ RNA が発現し、たんぱく質量の調節を担っている

と考えられている。特定の神経マイクロ RNA の発現は成熟後の脳神経細胞において、より強い発現が観

察される。研究代表者は、本研究において分子発生学教室の古川貴久教授と神経マイクロ RNA の変異マ

ウスの機能解析を行って、個体における神経マイクロ RNA の機能を明らかにしつつある。本研究によっ

て、脳神経機能とマイクロ RNA 機能との関連性とならびにその機能メカニズムの一端が明らかになりつ

つある。 
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